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紹介：オープンデータ先進地長野県
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担当：中村、小山

直通：224-7506
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事例：食品営業許可情報のオープンデータ化（長野市保健所食品生活衛生課）

＜概要＞

食品営業許可情報について、市民等からの情報公開

請求が年間150件前後あり、職員の負担となっていた。

平成30年９月から食品営業許可情報をオープンデータ

として公開し、市民等がHPから情報取得できるように

した。

＜オープンデータ化した後の効果＞

食品営業許可情報の情報公開請求件数について、

オープンデータ公開前と比べて40％減少し、職員の

負担が軽減された。

前回号※１では長野市の事例として「ごみ Navi for 長野 」を

紹介してもらったけど、長野市の事例は他にないの？

あるよ！オープンデータ化したことで、職員の負担が軽減された事例を紹介するにゃ。

オープンデータ化により職員の業務負担が軽減されるなんてすごい！ちなみに

長野県内の自治体のオープンデータの取り組みってどうなの？

長野県内の自治体は全国の他の自治体に比べると進んでいると思うよ。特に

隣の須坂市が早くから積極的に取り組んでいるよ。以下に紹介するにゃ。

今年秋ごろに、須坂市の方をお招きしてオープンデータに関する勉強会

をデジタル行政推進室が開催するにゃ。ぜひ参加してね！

へぇ～。長野県はオープンデータの取組に関して進んでいる方なんだね！

須坂市の取組内容が気になるな。

参考：LODチャレンジHP、須坂市HP、City Data HP

※１ 前回号、前々回号の

ＵＲＬを一番下に

掲載します。

＜LOD※２チャレンジでの受賞＞

日本の大学、研究所、民間企業等の有志によるLOD

チャレンジ実行委員会が主催する、日本最大のオープ

ンデータコンテスト「LODチャレンジ2019」において、

長野県、須坂市、名古屋大学遠藤守准教授

（須坂市出身）が連名で「公共LOD賞」※３を受賞！
※２ Linked Open Dataの略

※３ 公共データがより広く活用されるようにLinked Open Data

として公開することに挑戦した作品のうち、特に優れた

ものに与えられる賞

＜City Dataのランキング＞

地域資源の情報をオープンデータとして共有する

データベースサイト「City Data」の総合評価指数

ランキングで、令和３年７月29日時点で須坂市が全国

１位！長野市は全国９位！

表 City Data 評価指数ランキング

図 食品営業許可情報の情報公開請求件数年度別推移

平成30年9月にオープンデータとして

公開後、請求件数は40％減。

順位 自治体
1 長野県須坂市
2 神奈川県横浜市
3 福井県鯖江市
： ：
8 長野県駒ケ根市
9 長野県長野市

オープンデータやアプリケー

ションの数、オープンデータ

活用アイデアなどを総合的

に評価した指数ランキング。

トップ10に長野県内の自治

体が３つランクイン。
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